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生徒の成長を感じる瞬間 ～面接練習でのやりとりから～ 
  

苫小牧市立ウトナイ中学校長 山 岸 弘 昇  

 

新年が明けて１ヶ月が経過し、すっかりご挨拶が遅くなりました。改めて今年もよろしくお願いいた

します。今回は冬休み中、３年生の一部生徒との関わりで感じたことがありましたので紹介いたします。 

12 月末から 1 月初頭にかけて、３年生の私立高校出願者で一足早く受験する生徒に対して面接練習

を行いました。私も面接官役としてお手伝いしました。私が担当した 12 人の生徒は、それぞれが緊張

した面持ちで校長室に来室しましたが、私からの質問に対して、自分の考えを整理し、言葉を選びなが

ら志望の動機や将来（高校卒業後）の進路のこと、自分自身のことなどについて、明確に回答していま

した。中には自身の夢について語る生徒もおりました。将来の夢を語る時の生徒の姿はとても生き生き

としており、とても輝いて見えました。話を聞かせてもらった私もワクワクしました。 

さらに感心したのは、「ウトナイ中学校はどんな学校だったか？」との質問に対して、「校則がない学

校でした」と多くの生徒が回答したこと、続けて私が「それは何をやっても良いということか？」と追

質問すると、「ウトナイスタンダードスタイルがあり、それに基づいて自分で考えて（善悪を判断して）

行動していた」との回答が聞けたことです。 

教員が一方的に定めて生徒を管理する従前の校則がないのは本校の特色ですが、何をしても許される

わけではないことが理解され、浸透していると感じました。日本に居住する以上、国内法を守る義務が

ありますし、本校では 400 人を超える生徒が集団生活を送っているのですから、落ち着いた環境で学習

できるよう、マナーやエチケット、人権などを意識し、秩序を維持することは必要です。そこで、当時

の生徒会執行部の生徒たちを中心に全校的な議論を経て、ウトナイスタンダードスタイルを定め、それ

を拠り所に自分たちで考え、責任ある行動をすることを宣言しました。このことは自主性や主体性を育

む本校の生徒指導の軸とも言うべき尊いポリシーです。そのことを３年生から聞けたことが私は嬉しか

ったですし、ウトナイ宣言の考え方が確実に根づいていると感じました。 

３学期始業式では、前述のエピソードを引き合いに、今年度の残り３ヶ月がまとめ（総括）の期間で

あり、次のステップ（進学や進級）に向けた準備の期間でもあることから、３年生には、最上級生とし

てあるべき姿を後輩たちに示し良い卒業を迎えること、１・２年生には、進級してそれぞれ中堅学年や

最上級生になることから、次年度のさらなる成長に繋げるために、これまでの学校生活を振り返るよう

激励いたしました。 

 今年は 60 年に一度訪れる丙午（ひのえうま）の年です。昔は丙午にまつわる迷信から、ネガティブ

なイメージをもたれていましたが、現代では価値観が大きく変わり、ポジティブに捉えられています。

五行説において「丙（ひのえ）」も「午（うま）」も火の性質をもつとされ、この 2 つが重なる今年は勢

いが非常に強い年と考えられています。生徒たちも丙午を前向きに考え、１年間、心身共に健康で、色々

なことに情熱をもって挑戦し、活躍することを期待しています。 
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ウトナイ中学校ホームページ （URL）  https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/utonai-jhs/ 



＜進路について＞ 
 １月２６日に、公立高校入試の出願状況が道教委のホームページで発表されました。これから公立高

校の受検を控える３年生はもちろんのこと、来年、再来年に当事者となる１、２年生の中にも倍率を気

にしていた人も多かったと思います。 

この後、出願変更、推薦入試の結果による確約書及び再出願の提出があります。２月１２日の出願変

更状況の発表を経て、３月２日に最終倍率が出ることになります。倍率に一喜一憂する気持ちもわかり

ますが、希望進路の実現に向けての努力は全力で続けてください。 

また、進路における出願や手続きのしくみは大きく変化している部分があります。子どもたちだけで

はなく、保護者の皆様にもアップデートが必要となっています。今後も大切な書類の提出がある場合が

あります。期日を意識し、遅れることなく提出するよう保護者の方もご協力お願いいたします。 

すでに私立や国立の学校では推薦等の入試を終え、結果を手にした３年生もいます。決して浮かれる

ことなく、これから本番を控えた人たちが力を十分に発揮できるように、よい環境をつくってあげてほ

しいと思います。「受験は団体戦」です。 

 ※合格内定や受験結果をインターネット上に公開することで、様々なトラブルが発生します。 

  場合によっては大きな問題にも繋がります。十分にお気をつけください。 

 

＜３年生のダンスと調理実習の様子＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者 苫小牧市立ウトナイ中学校  校長：山岸 弘昇  編集責任者：児島 芳之（教頭） 

        苫小牧市ウトナイ北２丁目５番１号 電話 (0144)57-6451  FAX (0144)57-6452 

２月の主な行事予定 
３日（火）学校公開日          １４日（土）私立高校 A 日程入試 

４日（水）１、２年学力テスト      １６日（月）１、２年学年末テスト① 

８日（日）苫高専一般入試        １７日（火）私立高校 B 日程入試 

１０日（月）公立高校推薦入試             職員全体研修 

１２日（木）職員会議           １８日（水）私立高校 B 日程入試 

公立高校推薦入試             SC 勤務日 

１３日（金）私立高校Ａ日程入試      １９日（木）１、２年学年末テスト② 

      新入生体験入学        ２４日（火）一斉委員会 


